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１０月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

１日（火） ・ １５日（火） 

◎当日の午前中に、芳養公民館前の 

 駐輪場スペースに出してください。 

◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

◎必ず紙ヒモでくくってください。   

※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 
 

田辺市家庭教育支援講座が開催されます 

 芳養公民館では、文化発表会を開催いたします。 

 現在公民館で活動されているサークルの発表や地

域の方の歌などを披露していただく予定です。 

 皆様のあたたかいご声援を、よろしくお願いいたし

ます。 
 

【場 所】 芳養公民館 1階 大集会室 

【内 容】 歌、楽器演奏、ダンスなど 

【申込み】 個人やグループで出演を希望される方を 

      募集しますので、参加希望の方は、10月 

      10日（木）午後５時までに公民館までお 

      申し込みください。出演される方は、前 

      日までにCD・カセットテープ等をご自 

      身でご用意ください。 

【問合せ】 芳養公民館（0739-22-1429） 

 【日  時】 10月24日（木） 予備日：10月25日（金）・受付：19:00～ ・開始：19:15～ 

      ◆練習日は、10月21日（月）19:00～ 

 【場  所】 田辺市体育センター（大屋体育館） 

 【参加資格】 芳養公民館区に在住又は在勤の方 

 【 】   ①男子の部、女子の部ともに１チーム３人編成とする。（１名補欠登録可） 

         ※学生不可。ただし、小学生は１チーム１名まで出場可。（４年生以上）           

        ②地域単位で編成。できない場合は原則２地区で編成。 

 【参加申込】 10月17日（木）までに芳養公民館へ参加申込書を提出していただくか、 

        右のＱＲコードからお申し込みください。（参加申込書は公民館に置いています。）        

第３７回卓球大会を開催します 

１０/１９（土） １８：００～ 

芳養公民館 

文化発表会 

 

 

回 日程 テーマ 内容 場所 講師 

1 

令和6年 

11月10日（日） 

10:00～11:30 

乳幼児期の 

子どもへの関わり 

学習会 

（講義形式） 

万呂公民館 

３階「大会議室」 

ちひろ助産院 

助産師  

  大平 昌子 氏 

2 

令和7年 

１月19日（日） 

10:00～11:30 

子どもたちの未来への

プレゼント ～日本の

伝統健康食「かんぶ

つ」の魅力再発見～  

学習会 

（講義形式） 

市民総合センター 

２階「交流ホール」 

３時のかんぶつ屋さん 

オーナー 

  野田 智也 氏 

3 

令和7年 

２月２日（日） 

10:00～11:30 

子どもの歯と口の 

健康について 

学習会 

（講義形式） 

市民総合センター 

４階「交流ホール」 

まさご歯科口腔外科 

クリニック院長 

  真砂  洋 氏 

■対 象 就学前及び就学児（小学生）のお子様のいらっしゃる田辺市在住の保護者 

     家庭教育支援に関心を持ち、子どもに関わる活動に携わっている方 

■定 員 25名程度［先着］ 

■申 込 10月18日（金）までに、以下へ電話でお申し込みください。また、一時保育を希望される 

     方は、その旨をお申し出ください。保育料は無料です。 

■問合せ 生涯学習課 公民館係（田辺市役所５階） 電話番号（0739-26-4908） 

■講座内容 

 芳養公民館作品展は、11月16日（土）・ 17日（日）に開催を

予定しています。 

 展示作品の募集など、詳細につきましては、来月号の公民館だよ

りでご案内しますが、出展を予定される皆さんは、ご準備をお願い

します。たくさんの作品をお待ちしております。 

秋の作品展 １１月に開催！ 

 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

６ 10  「自主・自律・連帯」10月号 

  ～実り多き秋～ 
清く 高く のびのびと 10月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 厳しい暑さも、ようやく和らぎ、朝晩は涼しさを感じる季節となりま

した。地域の皆さま方におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。平

素は本校教育の充実に変わらぬご理解ご協力を賜り、誠にありがとうご

ざいます。さて、文化の秋、スポーツの秋と言われますが、本校でも秋

本番を迎え、職場体験学習・新人大会・郡市音楽祭・文化発表会・ブラ

スバンド部のプロムナードコンサートなど様々な取組・行事を予定して

います。日々の授業とあわせて、充実した２学期にしていきます。 

◆お箏体験学習  

 音楽科の授業で、９月４日～６日に全学年でお

箏の体験をしました。本校卒業の真砂良子先生に

来校いただきご指導を受けました。慣れない和楽

器に悪戦苦闘しながらも「さくらさくら」「ゆう

やけこやけ」の曲に挑戦しました。 

◆職場体験学習  

 ２年生は、９月11日から13日の３日間、田辺、西牟婁25の事業所に

出向き、職場体験を実施しました。この経験が、進路や将来の仕事を考

えるきっかけになればと思います。各事業所の皆さま、お忙しい中、中

学生の受け入れありがとうございました。 

◆田辺・西牟婁新人大会はじまる  

 部活動では、新チームになって初めての公式戦が行われます。夏休み

以降頑張ってきた練習の成果を十分に発揮できることを期待します。 

 〇陸  上          ９月21日（土）田辺スポーツパーク 

 〇バ レ ー   10月12日（土）中辺路中学校体育館 

 〇バ ス ケ   10月12日（土）田辺スポーツパーク 

 〇野  球  10月12日（土）上秋津若者広場 

 〇サッカー  10月12日（土）明洋中学校グラウンド 

 〇テ ニ ス   10月12日（土）白浜町テニスコート 

 〇剣  道  10月13日（日）田辺体育センター 

 〇卓  球  10月12日（土）田辺体育センター 

 〇柔  道  10月12日（土）田辺市立武道館 

 ＊体操は、県大会からです。 

◆地震・津波を想定した避難訓練 

 10月25日（金）に避難訓練を行います。この訓練は、毎年もとまち

保育所との合同で訓練しています。予定は次の通りです。 

 10:35～ 地震発生（放送） 

 10:40～ 避難開始        

 １・３年生 正門より天神グラウンドへ 

 ２年生   裏門より天神グラウンドへ 

 （坂途中で園児と合流）  

◆みんなの作品展開催 

 ９ 月 ３ 日（火）、４ 日（水）に 多 目 的

ホールにて、「みんなの作品展」を開催し

ました。昨年に続いて、子どもたちの夏休

み作品展に地域の皆様にも出品していただ

き、一層賑やかな作品展になりました。来

年度はさらに多くの方々に出品いただけたら幸いです。作品を出品い

ただいた方々、準備を進めてくださった白楽会及び地域活性化部の皆

様、パネルの運搬設置にご協力いただいた公民館の皆様に厚くお礼申

し上げます。  

◆協力・にこにこ・あきらめずに最高の一日にしよう  

 上記をスローガンに子どもたちは、９月

28日（土）の運動会に向けて、毎日練習に

励んでいます。残暑厳しい中、水分補給や休

憩の時間を十分にとったり、エアコンの効い

た多目的ホールを活用したりするなどして、

熱中症に注意しながらも最高の運動会にしようと頑張ってきました。

伝統のよさこい踊りや一輪車競技に加え、今年度新たに組体操にも挑

戦しています。運動会当日が楽しみです。  

◆みんなの力で素敵な畑に！ Vol. 18 

～念願のスイカ割り～ 
 

 ８月25日（日）に子どもクラブの夏祭りが

開催されました。「きもだめし」や「たこ焼き

等の屋台」という楽しいイベントとともに、畑

で採れたスイカで「スイカ割り大会」もしまし

た。スイカ割りは初めてという子がほとんど

で、なかなか割れないスイカに悪戦苦闘しなが

らも、ワイワイ楽しみました。割れたスイカは

みんなで美味しくいただきました。 

～おでんパーティー開催に向けて～ 
 

 トウモロコシ収穫後は雑草が生い茂っていた

畑をみんなできれいに整備しました。その後、

高学年児童が畝づくりからマルチ張りまで全て

自分たちで行いました。次は「大根」を栽培す

る予定です。みんなで種を蒔いて、お世話を

しっかりとして立派に育った大根で今年も「お

でんパーティー」を開催することを目標に取り

組んでいきたいと考えています。 

雑草の生き方から学ぶ 
 

 花が咲き終わったプランターの土を

再利用するために、用務員の原さんが

黒いビニール袋に古い土を入れて置い

てくれていました。 

 先日、ふと目をやると、黒いビニー

ル袋をつき破って、ぐんぐん生長して

いる雑草が・・・。改めて雑草の強さ

を感じた瞬間でした。 

 雑草学者の稲垣栄洋さん（静岡大学

農学部教授）は、雑草や植物に関するたくさんの本を執筆されていま

す。雑草学でいう「雑草」とは、人間が望まない場所に生えてくる植物

のこと、つまり邪魔ものです。農業でも、公園や道路の管理でも、雑草

が生えないようにすることはとても重要で、雑草学はそのための学問で

す。しかし、稲垣さんは、雑草の生き方を知って、勇気づけられたり、

救われたりする人がいるなら、それを伝えることも雑草学の役割なので

はないかと考えるようになったそうです。 

 今回は、稲垣栄洋さんの著書『はずれ者が進化をつくる』から 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

踏まれた雑草は立ち上がりません。 

踏まれた雑草は上にも伸びません。 

そもそも、立ち上がらなければならないのでしょうか。 

そもそも、上に伸びなければならないのでしょうか。 

踏まれて生きる雑草を見ていると、そんなことを教えられます。 

上に伸びることしか知らなければ、踏まれたときにポキンと折れてしま

います。 

踏まれたままでもいいのです。 

伸びる方向は自由です。横に伸びたっていいのです。 

そして、本当は伸びなくたっていいのです。 

上に伸びることができなくなったとき、横にも伸びることができなく

なったとき、雑草はどんな成長をすると思いますか。 

そうです。 

雑草は下に伸びます。根を伸ばすのです。 

根を伸ばしても、見た目には成長していないように見えるかもしれませ

ん。しかし、見えないところで根が成長していきます。 

根は植物を支え、水や養分を吸収する大切なものです。 

人間も、「根性」や「心根（こころね）」という言葉を使います。 

本当は、根っこが大事だと知っているのです。 

昔の人たちは、大切に水をやっている野菜や作物が夏の日照りで枯れて

いくのに、どうして誰も水をやらない雑草が青々としているのだろうと

不思議がりました。 

水をもらっている作物と、誰も水を与えてくれない雑草では、根の張り

方が違います。 

つらいとき、耐えるとき、雑草はじっと根を伸ばします。 

その根っこが、日照りになったときに、力を発揮するのです。 


